
官
城
。
多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
則
之
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
跡
は
古
代
陸
奥
国
府
跡
で
、
奈
良
時
代
に
は
鎮
守
府
も
併
置
さ
れ
て

い
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
仙
台
平
野
の
東
北
端
に
位
置
し
、
海
抜
二
〇
ｍ
ｉ

五
〇
ｍ
程
の
小
丘
陵
上
に
立
地
し
て
お
り
、　
一
部
は
海
抜
四
ｍ
程
の
沖
積
地
に

も
及
ん
で
い
る
。
周
囲
に
は
方
約
九
〇
〇
ｍ
の
範
囲
に
築
地
が
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ほ
ば
中
央
に
政
庁
が
あ
る
。

第
三
八
次
調
査
は
政
庁
の
東
を
刻
む
谷
の
出
口
に
あ
た
る
作
貫
地
区
南
端
の

沖
積
地
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
現
在
の
地
表
下
約
二

・
五

ｍ
で
、
区
画
施
設
の
基
礎
地
業
と
み
ら
れ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。

こ
の
遺
構
は
杭
材
を
敷
き
並
べ
た
東
西
に
延
び
る
い
か
だ
地
業
と
、
そ
の
南

側
で
こ
れ
と
並
行
し
て
延
び
る
打
ち
込
み
の
九
太
列
と
か
ら
な
る
。

い
か
だ
地
業
は
、
ま
ず
ス
ク
モ
層
上
に
杭
材
を
東
西
に
三
列
並
べ
、
そ
の
上

に
こ
れ
と
直
交
さ
せ
て
同
様
の
杭
材
を
密
に
並
べ
、
そ
の
中
央
部
に
面
取
り
し

た
材
木
を
据
え
て
盛
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
盛
土
に
は
二
時
期
あ
り
、
第

一
次

盛
土
が
崩
壊
し
て
周
囲
に
黒
裾
色
粘
土
層
が
堆
積
し
た
後
、
第
二
次
盛
土
が
な

さ
れ
て
い
る
。

多賀城跡 木簡出土地点図ф
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こ
れ
ら
の
い
か
だ
地
業
と
打
ち
込
み
の
九
太
列
は
こ
の
地
域

一
帯
が
ス
ク
モ

層
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
軟
弱
地
盤
の
低
湿
地
で
あ

っ
た
た
め
、
区
画
施
設
構

築
に
際
し
て
行
な
っ
た
基
礎
地
業
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
第

一
次
盛
土
と
第
二
次
盛
土
に
換
ま
れ
る
自
然
堆
積
の
黒
褐
色
粘
土

層
中
よ
り
出
土
し
た
。
こ
の
層
か
ら
は
他
に
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
の
あ
る

木
簡
様
木
札
四
点
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
な
ど
が
出

上
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
層
は
一
〇
世
紀
前
半
頃
に
降
下
し
た
と
思
わ
れ
る

灰
白
色
火
山
灰
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
層
中
に
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
九
世
紀
代
に
堆
積
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔種
と

「
＜
長
者
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
∞マ
Φ
ｏ毬

柾
目
板
を
素
材
と
し
た
も
の
で
、
頭
部
は
斜
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
上
端
か

ら
約
二

・
五

伽
下
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
。
横
断
面
形
は
中
央
部
が
や
や

厚
い
凸
レ
ン
ズ
状
で
、
上
端
の
一
部
と
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
は
風
化

が
著
し
い
。
墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
消
ら
ず
、
文
字
部
分
の
み
が
わ
ず
か
に

浮
出
て
い
る
。
文
字
は
大
き
め
の
糟
書
で
、
切
り
込
み
の
下
か
ら
書
き
始
め
、

文
字
の
間
隔
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

凹
Ｋ
ヨ
く
劇
皿
К

く
肥
一
怒
榊
引
錮
ヽ
曲
銀
田
国
　
響
熱
引
観
へ

“
銀

国
口

９
　
関
係
文
献

腑
融
餅
膨
禦
祓
　

『宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報

一
九
八

一
』一九
八
二
年

（佐
藤
則
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

基礎として敷き並べた杭材

6崎  o⑤
打ち込み九太列




